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予算事業名 定住外国人の子どもの就学支援事業
事業開始

年度
平成２１年度 作成責任者

担当部局庁 大臣官房国際課 担当課室 国際課企画調整室
企画調整室長
阿蘇　隆之

会計区分 一般会計 上位政策 国際交流の推進

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

－
関係する計
画、通知等

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

昨今の景気後退により、不就学・自宅待機となっているブラジル人等の子どもに対して、日本語等の指導や学習習慣
の確保を図るための場を外国人集住都市等に設け、主に公立学校への円滑な転入が出来るようにする。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

昨今の景気後退により、就学できない子どもの数が増加したことに対応するため、平成２１年度から、国際移住機関（Ｉ
ＯＭ）において、「定住外国人の子どもの就学支援事業」を実施し、外国人集住都市を中心に「虹の架け橋教室」を設置
して、日本語指導や学習習慣の確保を図り、主に公立学校への円滑な転入が出来るようにしている。具体的には、日
本語指導等を行う教員による日本語指導や教科指導、バイリンガル指導員によるポルトガル語等の母語指導や教科
指導の補助、コーディネーターによるブラジル人等の子どもの公立学校への受入促進や地域社会との交流の促進等を
実施している。

実施状況

平成２１年７月、国際移住機関に全額を拠出した。平成２１年度に実施した第１次公募では２３件（２１団体）、第２次公
募では１１件（１１団体）を採択した。また、平成２２年度においては、平成２１年度からの継続分も含め、４２件（３９団
体）を採択し、事業を開始したところ。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） - - 3,726

執行額 - - 3,726

執行率 - - 100.0%

総事業費(執行ベース) - - 3,726

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

・半期ごとに、拠出金の執行状況調査を実施している。
・事業の実施団体を公募、採択する際は、有識者等から構成される運営委員会において、事業の内容や予算規模が事
業の実施にあたって適切であるか、審査している。

見直しの
余地

・事業の実施にあたり、各教室のコーディネーターや日本語等の指導員が抱えている問題について解決を図るため、モ
ニタリングやコーディネーター会議等を通して情報共有・意見交換等を行い、実施団体の子どもへの支援をより良い内
容にしていく。
・各団体が抱えている会計処理上の課題について解決を図るため、モニタリング等を通して、予算の適切な執行がされ
るようサポートしていく。
・平成２２年５月に公表した『「定住外国人の子どもの教育等に関する政策懇談会」の意見を踏まえた文部科学省の政
策のポイント』を踏まえ、今後、本事業の対象の範囲について、速やかに検討する。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

平成21年度補正予算で行った事業であるため平成21年度をもって廃止している。しかし、基金であることから、これからも使用内
容については注視する必要がある。

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

文部科学省
3,726百万円

定住外国人の子どもの就学支援事業

A.国際移住機関：
3,726百万円

【拠出金】

外国人集住都市を中心に「虹の架
け橋教室」を設置して、日本語指
導や学習習慣の確保を図り、主に
公立学校への円滑な転入が出来
るようにする。



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A.国際移住機関 E.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

拠出金
定住外国人の子どもの就学支援
事業の運営に必要な経費

3,726

計 3,726 計 0

B. F.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金 額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金 額

費　目 使　途
金 額

(百万円） (百万円）

計 0 計 0
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